
  

第３回 北広島市外部評価委員会 会議録 

日時：平成１９年７月１９日（木） 

午後１時 30 分～５時０0 分  

会場：役所本庁舎（２階）会議室  

 

 ■出席委員：麻生敏子・天羽 浩・澤井將美・平山成信・村川 亘 

■事務局：木下課長・佐藤課長・中畑主査・前野主査・小島主査 

 

 

１ 開会  

委員長の司会進行により開会。 

 

２ 委員長あいさつ  

    あいさつ後、すぐに議事へ。「前回結果のまとめ」は各自確認しておくこととし、始

めに外部評価の進め方について話し合い、その後の時間でヒアリングを３本行うこと

としたい。 

 

３ 議事 

（１）前回結果のまとめ 各自が確認しておく 

 

 ★ヒアリング前の意思確認のための話し合い 

    外部評価委員会として評価の基準を持つべきだ。そのために、行財政の全体状況

を知る必要があるので、次回会議の冒頭に事務局から説明してもらってはどうか。

（各委員、異議なし。） 

 

（２）事業担当部局からのヒアリング 14：15～15：50 

下記の順番で事務事業外部評価のためのヒアリングを実施した。 

 

① 建設部都市整備課〔25-2 公園管理事業〕     ～14：50 

② 建設部土木事務所〔27-8 除雪事業〕       ～15：30 

③ 経済部商業労働課〔12-8 地域職業相談室運営事業〕～15：50 

 

（３）ヒアリング結果の協議について 

    （別紙による） 

 

（４）その他 

      会議日程の調整：次々回の会議を、8 月 23 日（木）13：30 からとした。 

 

４ 閉 会 （16：40） 

 

＊傍聴人：１人 



  

（別紙） 

外部評価の判定のための議論から 

 

①建設部都市整備課〔25-2 公園管理事業〕   ～14：50 

 

 （B 委員）公園花壇の管理は町内会・自治会でやっているので、その延長で住民による公

園管理の拡大を検討してほしい。 

 （委員長）管理の内容としては、清掃、ごみ拾い、草刈などが町内会活用できる範囲では。 

 （委員長）今後、町内会との連携を強化しながら公園管理する方向に持っていくのがよい。 

 （委員長）遊具など痛んで危ないが予算が少ないからできない、直せないから撤去する…

というのでは、公園でなくなる。公園といえる基準はあるのだろうか。公園とし

て最低限維持できるだけの予算はつけるなど、できないものか。 

  ⇒外部評価委員会判定を「見直し」とする。 

   今後の方向性：A 委員が記載 

 

 

②建設部土木事務所〔27-8 除雪事業〕           ～15：30 

 

 （B 委員）苦情件数は増加しているのではないか。高齢化に対処したやり方が検討されて

もいいのではないか。市民生活の安全・利便などを考えると、財政の傾斜配分も必

要ではないか。除雪業者（オペレータ）が代わったときの市の指導をきちっとして

ほしい。 

 （C 委員）排雪に対する個人負担は避けて通れない。 

 （委員長）費用対効果として最大限やっていると見るが、苦情が多い。個人負担を求めて

でも快適な生活を確保するように働きかけるという方向でいくのだろうか。 

 （B 委員）除雪ができないから転出していくということも考えられる。 

 （A 委員）具体的に苦情の内容が知りたい。 

 （委員長）今の財政の中で工夫の余地はないのだろうか。 

  ⇒外部評価委員会として、再度ヒアリングを希望。 

   高齢者への具体的な対応、苦情の内容、今の財政状況の中で工夫の余地があるのかな

どを中心に、再度ヒアリングを行いたい。 

 

 

③経済部商業労働課〔29-3 地域職業相談室運営事業〕      ～15：50 

 

 （委員長）地域職業相談室の活用方法に工夫の余地はあるが、現在のままでもそれなりに

活用されており、廃止すべきものではない。 

 （各委員）異議なし。 

  ⇒外部評価委員会判定を「現状継続」とする。 

   今後の方向性：B 委員が記載。 

 

 


